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木
簡
は
、

p
六
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0
か
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土
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ど
が
あ
る
。

北
西
方
向
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舌
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微
高
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に
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自
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出
土
し
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S
D
1
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六
五
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八
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紀
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掘
立
柱
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長
さ
一
五

m
幅
四
m
深
さ
0
•

四
m

の
溝
。
S
E
一
四

0
七
は
、
長
さ
一

・
ニ
三

m
幅

一
・
―

-
m
深
さ

0
．
七
m

の
井
戸
で
、
木
簡
の
他
に
多
数
の
木
製
品
が
出
土
し
た
。
溝

S
D
一
七

0
0

（
長
さ

一
八
・
六
m
幅
五

・
五
m
深
さ
O
・
一五
m
)

土
坑

s
k
一
六
九
八
（
長
さ

四
•
四
六
m
幅
三
•
五
二

m
深
さ
0
•

五
一
m
)
は
、
と
も
に
八
世
紀
前
半
の
掘
立

柱
建
物
の
周
辺
に
位
置
し
、
木
簡
の
他
に
土
器

・
木
製
品
が
出
土
し
た
。
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2007年出土の木簡

は
確
認
で
き
る
が
、
越
後
・
佐
渡
関
係
の
史
料
で
は
初
見
で
あ
る
。
「
大
蔵
」

を
と
ど
め
る
。

訓

-, -, 

一
帯
に
比
定
さ
れ
る
。
大
字
武
士
に
近
い
大
字
南
田
中
に
は

は
『
和
名
抄
」
越
後
国
頸
城
郡
に
見
え
、
現
在
の
上
越
市
清
里
区
大
字
武
士

物

マ

比

呂

〔

呂

ヵ

〕

田
泊
人
多
理
丸
戸
人
天
平
七
年
三
月
廿
一
日
相
知
田
領
神
田
君
万
口
」

①
②
は
琴
柱
に
転
用
さ
れ
た
木
簡
で
、
二
点
は
同
一
の
木
材
と
思
わ
れ
る
。

表
面
の
調
整
も
よ
く
残
る
。
墨
痕
の
残
り
も
良
好
だ
が
、
転
用
時
に
切
断
さ
れ
、

判
読
で
き
な
い
部
分
が
あ
る
。
③
は
一
二
片
が
接
続
す
る
。
左
辺
と
上
端
は
原
形

④
は
左
上
端
部
を
隅
丸
に
加
工
す
る
。
右
上
端
部
が
垂
直
に
な
っ
て
お
り
、

下
に
行
く
ほ
ど
文
字
の
右
側
が
欠
失
す
る
こ
と
か
ら
、
右
辺
は
縦
に
割
ら
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
下
端
も
欠
損
す
る
。

「
道
智
」
は
『
温
泉
寺
縁
起
』
に

奈
良
時
代
の
人
物
と
し
て
登
場
す
る
。
「
野
田
村
」
は
、
遺
跡
周
辺
の
大
字
上

野
田

・
下
野
田
に
そ
の
名
が
残
っ
て
い
る
。
船
木
氏
は
伊
勢
や
畿
内
、
能
登
で

も
氏
族
名
と
解
さ
れ
る
。

「
稲
在
所
」
と
あ
る
の
で
、
「
四
百
斤
」
は
稲
の
量
。

本
木
簡
は
稲
の
運
搬
な
ど
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
は
削
屑
で
、
上
端
部
は
木
簡
の
原
形
を
保
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
文

字
は
す
べ
て
右
半
分
が
削
ら
れ
、
判
読
で
き
な
い
。
⑥
は
具
注
暦
の
断
片
。
上

下
両
端
と
も
に
折
ら
れ
て
い
る
。
左
右
両
辺
は
二
次
的
整
形
に
伴
う
調
整
痕
を

残
す
。
日
付
と
干
支
、
出
土
土
器
の
年
代
な
ど
か
ら
天
平
八
年
八
月
の
具
注
暦
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と
わ
か
る
。
⑦
は
右
辺
は
割
り
、
下
端
は
切
断
。
裏
面
の
「
四
」
と
「
束
」
の

間
に
は
刃
物
で
扶
ら
れ
た
痕
跡
が
あ
り
、
わ
ず
か
に
墨
痕
が
残
る
。
⑧
の
上
端

は
丸
み
が
あ
り
、
元
の
形
状
を
残
す
。
下
端
は
折
損
、
左
右
両
辺
は
割
ら
れ
た

ま
ま
で
あ
る
。
⑨
は
墨
痕
が
比
較
的
明
瞭
で
、
一
文
字
目
の
上
に
空
白
部
分
が

あ
る
。
⑫
は
下
端
を
一
一
次
的
に
尖
ら
せ
て
い
る
。
⑬
ー
闘
は
、
木
目
な
ど
か
ら

み
て
、
本
来
は
同
一
の
木
簡
で
あ
っ
た
が
、
切
断
さ
れ
て
三
点
の
琴
柱
に
転
用

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
詞
は
、
左
辺
が
下
端
に
向
か
っ
て
幅
を
狭
め
る
こ
と
か

ら
、
荷
札
や
付
札
の
断
片
と
考
え
ら
れ
る
。
表
面
に
は
調
整
痕
が
残
る
。
⑮
は
、

上
端
は
整
形
さ
れ
、
下
端
は
切
断
、
左
右
両
辺
は
割
ら
れ
た
か
、
整
形
さ
れ
た

か
判
然
と
し
な
い
。
転
用
に
よ
り
小
木
片
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
⑳
の
上
端

は
円
頭
状
で
損
傷
は
な
く
、
下
端
は
切
断
さ
れ
て
い
る
。
左
辺
は
原
形
を
保
つ

が
、
右
辺
は
整
形
し
た
痕
跡
が
確
認
で
き
な
い
。
墨
痕
の
残
り
は
比
較
的
よ
い
。

天
平
八
年
は
七
三
六
年
。
遺
構
の
年
代
を
決
定
す
る
資
料
の
一
っ
で
あ
る
。

皿
は
下
端
部
右
隅
が
一
部
損
傷
す
る
が
、
ほ
ぽ
完
形
で
あ
る
。
「
物
部
郷
」

（
モ
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フ
隅
）
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人
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大
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田
直
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一
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」
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下
野
田
に
残
る
。
「
奈
良
田
」
「
中
家
田
」
は
田
地
の
名
称
だ
が
、
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。
「
伊
神
郷
」
は
、
郡
名
が
記
載
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
物
部
郷
と
同

じ
頸
城
郡
に
属
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。
『
和
名
抄
」
で
は
頸
城
郡
に
伊
神
郷
は

見
え
な
い
が
、
あ
る
い
は
五
十
公
（
イ
キ
ミ
）
郷
に
あ
た
る
か
。
記
載
の
伊
神

郷
と
表
音
の
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
。
な
お
、
『
延
喜
兵
部
式
』
に
は
北
陸
道

越
後
国
の
「
伊
神
駅
」
が
見
え
る
が
、

そ
の
所
在
地
は
弥
彦
神
社
（
蒲
原
郡
に

あ
た
る
）
付
近
に
比
定
さ
れ
て
お
り
、
頸
城
郡
か
ら
離
れ
て
い
る
。
「
田
泊

人
」
は
、
田
を
泊

(11
売
）
る
人
の
意
。

「相
知
」
は
売
券
文
書
に
散
見
す
る
。

式
内
社
物
部
神
社
が
鎮
座
す
る
。

「野
田
村
」
は
遺
跡
周
辺
の
大
字
上
野
田

「田
領
」
は
田
地
に
関
す
る
こ
と
を
管
掌
す
る
郡
雑
任
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
本
木
簡
は
土
地
の
賃
租
に
関
す
る
文
書
木
簡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
浅
野
啓
介
・
加
藤
友
康
・
木
下
良
・

小
林
昌
一
―
・
栄
原
永
遠
男
・
柴
田
博
子
・
舘
野
和
己
・
東
野
治
之
・
馬
場
基
・

山

本
崇
•
渡
辺
晃
宏
の
各
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

調
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」
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財
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